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国
の
進
学
ロ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
金
融
公
庫

　
高
校
・
大
学
等
に
進
学
さ
れ
る

た
め
の
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
方

に
、
国
民
金
融
公
庫
で
は
「
進
学

資
金
貸
付
」
の
取
扱
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
今
春
高
校
・
短
大
・

大
学
・
各
種
専
修
学
校
の
進
学
（
予

定
）
者
を
持
つ
ご
家
族
と
な
っ
て

お
り
、
資
金
の
用
途
は
、
入
学
金

ほ
か
進
学
に
伴
う
諸
費
用
す
べ
て

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
収
入
に
制
限
（
六
百

万
円
以
内
、
事
業
所
得
者
の
方
は

四
百
四
十
万
円
以
内
）
が
あ
り
ま

す
。▼

融
資
額

　
一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万
円
以

　
内
。

▼
貸
付
期
問

　
高
校
三
年
以
内
、
大
学
四
年
以

　
内
。

▼
利
率

　
年
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

▼
保
証
人

　
｝
名
以
上
（
保
証
基
金
を
利
用

　
す
れ
ば
保
証
人
不
要
）

▼
返
済
方
法

　
毎
月
元
利
均
等
返
済

▼
取
扱
期
間

　
六
＋
年
四
月
末
日
ま
で
．

▼
窓
　
口

　
国
民
金
融
公
庫
、
商
工
会

　
工
会
議
所
、
金
融
機
関
。

※
詳
し
く
は
、

商

　
　
　
　
　
国
民
金
融
公
庫

高
田
支
店
（
倉
二
四
ー
二
三
四

〇
）
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

今
年
は
国
際
青
年
年

1985

　
昭
和
六
十
年
は
、
国
連
が
定
め

た
国
際
青
年
年
で
す
。

　
東
京
・
日
本
青
年
館
で
一
月
十

テーマは
「参加・開発・平和」

五
日
国
際
青
年
年
の
開
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
政
府
は
こ
の
式

典
を
皮
切
り
に
、
一
年
間
「
参
加

　　「参加」とは、藍号年が個人として

また社会の・員として判断・決定す

る機会を確保すること。

　「開発」とは、青年が自らの人格

的成長をはぐくみ、個人の能力を高

めるとともに、地域や国σ）発展に貢

献すること。

　「平和」とは、青年が国際社会の

　・員として、国際交流や国際協力を

通して相”1理解を深め、’r和に貢献

すること。

　とされていますが、各国での具体

的目標については、これらのテーマ

を踏まえ、それぞ’れの国で決めるこ

とになっています。

開
発
・
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
未
来
を
築
く
、
そ
れ
は
い
つ
の

時
代
も
青
年
の
役
割
で
す
。
家
庭
・

地
域
社
会
・
国
際
社
会
な
ど
青
年

を
取
り
巻
く
「
社
会
」
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
青
年
が
自
ら
の
意
思
、

判
断
・
活
動
に
よ
っ
て
積
極
的
に

社
会
参
加
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
参
加
・
開
発
・
平
和
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
に
青
年
が
社
会
参

加
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
ま
た
自

分
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
ど

の
よ
う
に
取
り
く
む
べ
き
か
。
国

際
青
年
年
へ
の
青
年
の
主
体
的
、

積
極
的
な
参
加
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
よ
み

一
－
月
の
で
き
こ
と

17975日日日日
29　28　23　21　18
日　日　日　日　、日

30
日

31
日

出
稼
者
の
再
赴
任
バ
ス

観
光
懇
談
会

選
挙
管
理
委
員
会

60
年
度
予
算
町
長
査
定

（
1
8
日
ま
で
）

上
越
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

雪
害
対
策
本
部
に
切
替

県
災
害
救
助
条
例
が
適
用

農
業
セ
ン
サ
ス
説
明
会

民
生
委
員
会

国
保
運
営
協
議
会

消
防
委
貝
会

藤
倉
で
火
災

農
業
委
員
会

議
会
建
設
委
員
会

議
会
産
経
委
員
会

■
2
月
の
予
定

31日日
18
日

24
日

議
会
総
民
委
貝
会

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会

名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ

ー
会
議

確
定
申
告
の
納
税
相
談

（
2
2
日
ま
で
）
．

東
京
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
i

会
議

駄
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轟松之山温泉スキー場

　3月24日（日）

．スキーカーニバル

4月から

賑わいを見せているスキー場

友
好
演
奏

新
堀
ギ
タ
ー
音
楽
院

　
三
月
二
十
四
日
松
之
山
温
泉
ス

キ
i
場
で
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が

行
わ
れ
る
．

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
春
の
一

日
を
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
で
、

聯、

一
家
族
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　
雪
上
ス
テ
ー
．
シ
で
は
新
堀
ギ
タ

ー
音
楽
院
の
皆
さ
ん
の
演
奏
も
あ

り
ま
す
。
名
物
の
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー

プ
、
甘
酒
は
無
料
サ
ー
ビ
ス
。
味

　
　
　
　
　
ヤ

の
名
店
街
で
は
け
ん
ち
ん
汁
、
焼

鳥
な
ど
”
地
元
の
味
”
を
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。
子
供
達
に
は
雪
中

宝
さ
が
し
や
ソ
リ
の
無
料
貸
出
し

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

第2回
松
之
山
温
泉

カ
ザ
マ
カ
ッ
プ

　
町
教
育
委
員
会
な
ど
の
主
催
に

よ
り
三
月
二
十
四
日
、
松
之
山
温

泉
ス
キ
ー
場
で
第
二
回
カ
ザ
マ
カ

ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
が
行
わ
れ
る
。

　
参
加
資
格
は
小
学
生
か
ら
壮
年

ま
で
、
申
し
込
み
は
三
月
二
十
日

ま
で
に
松
之
山
ス
キ
ー
協
会
事
務

　
第
二
回
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ス
キ
ー

競
技
会
や
津
南
マ
ン
ト
パ
ー
ク
か

ら
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
松
之
山

町
観
光
協
会
、
カ
ー
二
、
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
（
費
六
去
＝
三
一
）

へ
。　

ス
キ
ー
場
で
は
十
二
月
、
一
月

は
今
年
も
豪
雪
の
た
め
昨
年
よ
り

入
り
込
み
状
況
が
少
な
く
、
関
係

者
を
心
配
さ
せ
て
い
た
が
、
二
月

は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、
上

越
市
か
ら
学
校
行
事
と
し
て
訪
れ

る
な
ど
｛
二
月
末
現
在
で
は
昨
年

同
期
を
上
回
り
、
こ
れ
か
ら
の
春

ス
キ
ー
に
期
待
し
て
い
る
。

ア
ル
ペ
ン
大
会

局
。
参
加
料
は
小
・
中
・
高
校
生

五
百
円
、
一
般
千
円
、
各
組
と
も

一
位
か
ら
三
位
ま
で
（
小
学
生
は

六
位
ま
で
）
表
彰
。

　
く
わ
し
く
は
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
内
、

松
之
山
ス
キ
ー
協
会
事
務
局
へ
。

費
山
ハ
ー
一
一
一
〇
〇
。

保険証が変ります

“みず色”の

　保険証に

み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
あ
る

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

（
保
険
証
）
が
四
月
一
日
か
ら
、
従

来
の
「
は
だ
色
」
か
ら
「
み
ず
色
」

に
変
り
ま
す
。
こ
の
た
め
四
月
一

日
か
ら
は
「
み
ず
色
」
の
保
険
証

で
な
け
れ
ば
診
察
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
㌔
、
』
注
意
下
さ

い
。

　
出
稼
者
で
㊨
保
険
証
を
四
月
一

日
以
後
も
必
要
な
方
は
役
場
、
国

保
係
へ
申
し
出
下
さ
い
、
発
行
い

た
し
ま
す
。

　
退
職
者
医
療
該
当
者
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
証
明
書
、
に
変
り
、
⑱
と

記
入
さ
れ
た
保
険
証
に
な
り
ま
す
。

東
京
・
葛
飾
の
青
年
と

　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
交
流
を
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

　
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
で
は
、

東
京
葛
飾
の
青
年
と
の
交
流
会
を

計
画
し
て
い
る
。

　
天
然
温
泉
の
里
、
松
之
山
ス
キ

ー
場
で
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
温
泉

で
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
、
地
元
の
青
年

と
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
と
、
二

月
二
十
五
日
青
年
団
長
ら
三
人
が

パ
ン
フ
を
持
っ
て
葛
飾
区
役
所
を

訪
れ
た
。

　
こ
の
計
画
は
三
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
の
二
泊
三
日
の

予
定
で
、
費
用
は
一
人
一
万
五
千

円
、
募
集
定
員
は
五
十
名
、
一
緒

に
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
夜
は
。
ハ
ー

テ
ィ
ー
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

都
会
の
子
供
四
十
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
雪
国
の
生
活
を
体
験

　
東
京
の
「
冒
険
学
校
全
国
セ
ン

タ
ー
」
主
催
の
冬
の
冒
険
学
校
が

三
月
三
十
日
か
ら
四
月
二
日
ま
で

松
之
山
で
開
か
れ
る
。

　
”
自
然
こ
そ
教
師
”
と
い
う
こ

と
で
自
然
の
厳
し
さ
、
雄
大
さ
、

優
し
さ
を
肌
で
体
験
さ
せ
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
松
之
山
で
開
か
れ

る
の
は
昨
年
の
冬
、
夏
に
続
き
今

記載内容の

　　確認を

　
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
、
氏
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
な

ど
に
間
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
、

確
め
て
く
だ
さ
．
い
。
記
載
事
項
に

間
違
い
の
あ
っ
た
場
合
は
、
訂
正

回
が
三
回
目
で
あ
る
。

　
参
加
者
は
東
京
地
区
の
子
供
達

四
十
五
人
と
父
兄
十
五
人
。

　
行
事
は
雪
上
ゲ
ー
ム
、
カ
ン
．
シ

キ
作
り
、
う
さ
ぎ
追
い
、
最
後
の

宿
泊
は
民
宿
と
な
っ
て
お
り
、
松

之
山
町
の
子
供
達
二
十
人
も
こ
の

学
校
に
参
加
す
る
予
定
。

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で

も
役
場
に
お
届
け
く
だ
さ
い
、
廊
、
｝

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
保
険
証
は
三
月
二
十
五
日

現
在
と
な
っ
て
い
ま
す
、
そ
の
後

の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険

証
を
役
場
へ
持
参
し
、
内
容
の
訂

正
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
国
保
の
被
保
険
者
で

あ
る
と
い
う
証
明
で
あ
る
と
共
に
、

あ
な
た
が
お
医
者
さ
ん
の
診
察
を

受
け
る
と
き
の
役
目
を
は
た
す
も

の
で
す
。
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
ラ
。

松
里
小
学
校
．

ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
に
「
愛
の
募
金
」

　
松
里
小
学
校
で
は
、
夏
の
七
夕

ま
つ
り
で
使
っ
た
竹
を
利
用
し
て

「
竹
筒
募
金
箱
」
を
つ
く
り
、
募

金
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
が
テ
レ
ビ
・募金する子どもたち

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が

同
校
で
は
、
こ
の
飢
餓
に
苦
し
む

人
を
助
け
よ
う
と
、
家
庭
に
埋
も

れ
て
い
る
一
円
玉
、
五
円
玉
の
「
愛

の
募
金
」
を
続
け
て
い
る
。

　
先
生
の
手
づ
く
り
の
竹
筒
募
金

箱
は
、
学
校
の
廊
下
に
武
ら
さ
げ

九
月
か
ら
始
め
た
が
、
こ
の
ほ
ど

十
本
目
が
満
杯
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
赤
十
字
の
事
務
局
に
届
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
募
金
箱
一
つ
に
は
、
八
千
円
か

ら
一
万
円
位
入
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。

土
地
の
売
り
買
い
は

　
　
　
　
地
価
公
示
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

“
よ
く
知
ら
ず
に
、
高
い
値
段
で
．

土
地
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
”
あ
ら

か
じ
め
土
地
の
値
段
を
知
っ
て
い

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
土

地
の
値
段
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

　
土
地
の
値
段
は
、
街
の
不
動
産

屋
さ
ん
、
あ
る
い
は
知
人
な
ど
か

ら
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ

の
前
に
、
売
り
手
に
も
買
い
手
に

も
片
寄
ら
な
い
価
格
（
正
常
価
格
）

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
正
常
価
格
は
、
国
土
庁
の

土
地
鑑
定
委
員
会
が
毎
年
発
表
す

る
地
価
公
示
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
地
価
公
示
価
格
は
、
官
報
で
公

示
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
の
県
庁
、

市
町
村
役
場
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
地
価
公
示
価
格
を
知
れ
ば
、
土

地
を
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
す
る

と
き
に
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
価
公
示
価
格
は
、
言
っ
て
み
れ

ば
正
し
い
地
価
の
「
モ
ノ
サ
シ
」

で
す
。
こ
れ
を
大
い
に
活
用
し
た

い
も
の
で
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

早
期
交
換
を

　
県
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
に
伴
う
道
路
の
損
耗
や
生
活

環
境
に
対
す
る
影
響
が
心
配
さ
れ

る
こ
と
か
ら
「
ス
。
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ

不
使
用
に
関
す
る
実
施
要
綱
」
を

制
定
し
、
そ
の
趣
旨
の
周
知
徹
底

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

こ
の
趣
旨
を
十
分
隔
、
』
理
解
い
た
だ

き
、
春
先
に
お
け
る
ス
。
ハ
イ
ク
タ

イ
ヤ
か
や
夏
タ
イ
ヤ
ヘ
の
早
期
交

換
に
噛
、
一
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

　
　
（
県
か
参
の
お
知
ら
せ
）
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キ
i
場
で
、

聯、

一
家
族
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　
雪
上
ス
テ
ー
．
シ
で
は
新
堀
ギ
タ

ー
音
楽
院
の
皆
さ
ん
の
演
奏
も
あ

り
ま
す
。
名
物
の
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー

プ
、
甘
酒
は
無
料
サ
ー
ビ
ス
。
味

　
　
　
　
　
ヤ

の
名
店
街
で
は
け
ん
ち
ん
汁
、
焼

鳥
な
ど
”
地
元
の
味
”
を
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。
子
供
達
に
は
雪
中

宝
さ
が
し
や
ソ
リ
の
無
料
貸
出
し

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

第2回
松
之
山
温
泉

カ
ザ
マ
カ
ッ
プ

　
町
教
育
委
員
会
な
ど
の
主
催
に

よ
り
三
月
二
十
四
日
、
松
之
山
温

泉
ス
キ
ー
場
で
第
二
回
カ
ザ
マ
カ

ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
が
行
わ
れ
る
。

　
参
加
資
格
は
小
学
生
か
ら
壮
年

ま
で
、
申
し
込
み
は
三
月
二
十
日

ま
で
に
松
之
山
ス
キ
ー
協
会
事
務

　
第
二
回
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ス
キ
ー

競
技
会
や
津
南
マ
ン
ト
パ
ー
ク
か

ら
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
松
之
山

町
観
光
協
会
、
カ
ー
二
、
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
（
費
六
去
＝
三
一
）

へ
。　

ス
キ
ー
場
で
は
十
二
月
、
一
月

は
今
年
も
豪
雪
の
た
め
昨
年
よ
り

入
り
込
み
状
況
が
少
な
く
、
関
係

者
を
心
配
さ
せ
て
い
た
が
、
二
月

は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、
上

越
市
か
ら
学
校
行
事
と
し
て
訪
れ

る
な
ど
｛
二
月
末
現
在
で
は
昨
年

同
期
を
上
回
り
、
こ
れ
か
ら
の
春

ス
キ
ー
に
期
待
し
て
い
る
。

ア
ル
ペ
ン
大
会

局
。
参
加
料
は
小
・
中
・
高
校
生

五
百
円
、
一
般
千
円
、
各
組
と
も

一
位
か
ら
三
位
ま
で
（
小
学
生
は

六
位
ま
で
）
表
彰
。

　
く
わ
し
く
は
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
内
、

松
之
山
ス
キ
ー
協
会
事
務
局
へ
。

費
山
ハ
ー
一
一
一
〇
〇
。

保険証が変ります

“みず色”の

　保険証に

み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
あ
る

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

（
保
険
証
）
が
四
月
一
日
か
ら
、
従

来
の
「
は
だ
色
」
か
ら
「
み
ず
色
」

に
変
り
ま
す
。
こ
の
た
め
四
月
一

日
か
ら
は
「
み
ず
色
」
の
保
険
証

で
な
け
れ
ば
診
察
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
㌔
、
』
注
意
下
さ

い
。

　
出
稼
者
で
㊨
保
険
証
を
四
月
一

日
以
後
も
必
要
な
方
は
役
場
、
国

保
係
へ
申
し
出
下
さ
い
、
発
行
い

た
し
ま
す
。

　
退
職
者
医
療
該
当
者
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
証
明
書
、
に
変
り
、
⑱
と

記
入
さ
れ
た
保
険
証
に
な
り
ま
す
。

東
京
・
葛
飾
の
青
年
と

　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
交
流
を
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

　
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
で
は
、

東
京
葛
飾
の
青
年
と
の
交
流
会
を

計
画
し
て
い
る
。

　
天
然
温
泉
の
里
、
松
之
山
ス
キ

ー
場
で
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
温
泉

で
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
、
地
元
の
青
年

と
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
と
、
二

月
二
十
五
日
青
年
団
長
ら
三
人
が

パ
ン
フ
を
持
っ
て
葛
飾
区
役
所
を

訪
れ
た
。

　
こ
の
計
画
は
三
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
の
二
泊
三
日
の

予
定
で
、
費
用
は
一
人
一
万
五
千

円
、
募
集
定
員
は
五
十
名
、
一
緒

に
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
夜
は
。
ハ
ー

テ
ィ
ー
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

都
会
の
子
供
四
十
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
雪
国
の
生
活
を
体
験

　
東
京
の
「
冒
険
学
校
全
国
セ
ン

タ
ー
」
主
催
の
冬
の
冒
険
学
校
が

三
月
三
十
日
か
ら
四
月
二
日
ま
で

松
之
山
で
開
か
れ
る
。

　
”
自
然
こ
そ
教
師
”
と
い
う
こ

と
で
自
然
の
厳
し
さ
、
雄
大
さ
、

優
し
さ
を
肌
で
体
験
さ
せ
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
松
之
山
で
開
か
れ

る
の
は
昨
年
の
冬
、
夏
に
続
き
今

記載内容の

　　確認を

　
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
、
氏
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
な

ど
に
間
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
、

確
め
て
く
だ
さ
．
い
。
記
載
事
項
に

間
違
い
の
あ
っ
た
場
合
は
、
訂
正

回
が
三
回
目
で
あ
る
。

　
参
加
者
は
東
京
地
区
の
子
供
達

四
十
五
人
と
父
兄
十
五
人
。

　
行
事
は
雪
上
ゲ
ー
ム
、
カ
ン
．
シ

キ
作
り
、
う
さ
ぎ
追
い
、
最
後
の

宿
泊
は
民
宿
と
な
っ
て
お
り
、
松

之
山
町
の
子
供
達
二
十
人
も
こ
の

学
校
に
参
加
す
る
予
定
。

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で

も
役
場
に
お
届
け
く
だ
さ
い
、
廊
、
｝

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
保
険
証
は
三
月
二
十
五
日

現
在
と
な
っ
て
い
ま
す
、
そ
の
後

の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険

証
を
役
場
へ
持
参
し
、
内
容
の
訂

正
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
国
保
の
被
保
険
者
で

あ
る
と
い
う
証
明
で
あ
る
と
共
に
、

あ
な
た
が
お
医
者
さ
ん
の
診
察
を

受
け
る
と
き
の
役
目
を
は
た
す
も

の
で
す
。
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
ラ
。

松
里
小
学
校
．

ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
に
「
愛
の
募
金
」

　
松
里
小
学
校
で
は
、
夏
の
七
夕

ま
つ
り
で
使
っ
た
竹
を
利
用
し
て

「
竹
筒
募
金
箱
」
を
つ
く
り
、
募

金
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
が
テ
レ
ビ
・募金する子どもたち

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が

同
校
で
は
、
こ
の
飢
餓
に
苦
し
む

人
を
助
け
よ
う
と
、
家
庭
に
埋
も

れ
て
い
る
一
円
玉
、
五
円
玉
の
「
愛

の
募
金
」
を
続
け
て
い
る
。

　
先
生
の
手
づ
く
り
の
竹
筒
募
金

箱
は
、
学
校
の
廊
下
に
武
ら
さ
げ

九
月
か
ら
始
め
た
が
、
こ
の
ほ
ど

十
本
目
が
満
杯
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
赤
十
字
の
事
務
局
に
届
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
募
金
箱
一
つ
に
は
、
八
千
円
か

ら
一
万
円
位
入
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。

土
地
の
売
り
買
い
は

　
　
　
　
地
価
公
示
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

“
よ
く
知
ら
ず
に
、
高
い
値
段
で
．

土
地
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
”
あ
ら

か
じ
め
土
地
の
値
段
を
知
っ
て
い

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
土

地
の
値
段
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

　
土
地
の
値
段
は
、
街
の
不
動
産

屋
さ
ん
、
あ
る
い
は
知
人
な
ど
か

ら
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ

の
前
に
、
売
り
手
に
も
買
い
手
に

も
片
寄
ら
な
い
価
格
（
正
常
価
格
）

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
正
常
価
格
は
、
国
土
庁
の

土
地
鑑
定
委
員
会
が
毎
年
発
表
す

る
地
価
公
示
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
地
価
公
示
価
格
は
、
官
報
で
公

示
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
の
県
庁
、

市
町
村
役
場
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
地
価
公
示
価
格
を
知
れ
ば
、
土

地
を
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
す
る

と
き
に
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
価
公
示
価
格
は
、
言
っ
て
み
れ

ば
正
し
い
地
価
の
「
モ
ノ
サ
シ
」

で
す
。
こ
れ
を
大
い
に
活
用
し
た

い
も
の
で
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

早
期
交
換
を

　
県
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
に
伴
う
道
路
の
損
耗
や
生
活

環
境
に
対
す
る
影
響
が
心
配
さ
れ

る
こ
と
か
ら
「
ス
。
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ

不
使
用
に
関
す
る
実
施
要
綱
」
を

制
定
し
、
そ
の
趣
旨
の
周
知
徹
底

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

こ
の
趣
旨
を
十
分
隔
、
』
理
解
い
た
だ

き
、
春
先
に
お
け
る
ス
。
ハ
イ
ク
タ

イ
ヤ
か
や
夏
タ
イ
ヤ
ヘ
の
早
期
交

換
に
噛
、
一
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

　
　
（
県
か
参
の
お
知
ら
せ
）



ー
o
う
頃
ー

まつのやま（4）

県の災害救助条例で

58世帯に145万円助成

　
十
二
月
、
一
月
は
大
雪
と
な
り
、

二
月
の
降
雪
が
心
配
さ
れ
て
い
た

が
、
二
月
は
比
較
的
暖
か
い
日
が

続
い
た
た
め
、
、
平
年
な
み
の
積
嘗

と
な
っ
た
。

　
一
月
十
八
日
か
ら
三
月
十
．
五
日

ま
で
県
の
災
害
救
助
条
例
が
適
用

に
な
り
、
五
十
八
世
帯
に
約
百
四

　
　
「
豪
雪
基
金
」
、

十
五
万
円
（
『
世
帯
当
り
平
均
二

万
五
干
円
）
の
除
弔
、
費
の
救
助
。

　
二
月
中
の
降
雪
量
は
昨
年
（
七

七
嘉
．
）
よ
り
半
分
以
下
の
三
二

〇
抽
．
、
積
雪
量
．
は
三
月
一
日
役
場

の
観
測
に
よ
る
と
三
三
五
麹
．
で
昨

年
（
…
五
五
九
抽
．
）
よ
り
二
層
以
上

も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ら

老
人
世
帯
な
ど
に
見
舞
金

　
町
杜
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

冬
観
測
史
上
最
高
の
大
雪
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
老
人
世
帯
な
ど
低

所
得
世
帯
な
ど
を
対
象
に
除
雪
費

を
援
助
し
よ
う
と
豪
雪
対
策
基
金

を
創
設
し
た
．

　
昨
年
の
夏
こ
の
豪
雪
基
金
の
募

金
を
始
め
た
が
、
今
冬
も
ま
た
豪

雪
と
な
り
、
県
災
害
救
助
条
例
が

適
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
条
例

分
適
用
に
な
ら
な
か
っ
た
七
十
歳

以
上
の
老
人
世
帯
、
母
子
世
帯
な

ど
約
七
十
世
帯
に
見
舞
金
を
お
く

降雪量（役場調べ）

一59豪雪
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る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
基
金
を
積
み
立
て
て
そ
の
利
息

で
豪
雪
の
際
援
助
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
が
（
二
月
末
現
在
約
八

百
五
十
万
円
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
）
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
利

息
が
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
た
め
、

今
回
は
借
入
金
を
も
っ
て
｝
世
帯

五
千
三
百
円
の
見
舞
金
を
お
く
る

こ
と
．
に
な
っ
た
。

　
た
だ
し
高
額
所
得
世
帯
に
は
支

給
さ
れ
な
い
．

雪の記録2月
　　　　役場調べ

　　　（降雪）積雪

　1日　（0）　372cm

　2日　　（18）　373

　3日　（0）　355

　4日　（15）　355

　5日　（0）　343

6白（0）335
　7日　くO）　329

　8日　（0）　320

　9日　（0）　313

10日　（0）301
11日　（26）　319

12日　（13）　325

13日　（0）　313

14日　　（27）　335

15日　（30）　340

16日　（22）　345

17日　　（8）　337

18日　（18）　346

19日　（0）　334

20日　　（0）　320

21日　（1）　313

22日　（39）　343

23日　（36）　357

24日　（5）　349

25日　（15）　355

26日　（31）　365

27日　（13）　356

28日　（3）　345

m

積雪量の変化（役場調尺）

59豪雪

i
今冬の豪雪
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（51まつのやま

意
外
に
低
い
防
火
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
頸
消
防
署
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
、
東

頸
消
防
署
で
は
、
昨
年
九
月
十
二

日
行
わ
れ
た
無
火
災
推
進
四
ヵ
月

運
動
に
対
し
て
、
こ
の
ほ
ど
管
内

三
町
二
村
の
一
百
五
十
名
を
対
象

防火アンケート　松之山町の結果

に
防
火
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
．
住
民
の

防
火
意
識
を
調
査
し
た
も
の
で
、

十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
の
幅
広
い

年
代
層
と
な
っ
て
お
り
、
回
答
は

項　　　　　　　　　目 はい いいえ・

1 煮物中に来客や電話があった場合火を消しますか。 78％ 22％

2 ガスコンロの近くに燃えやすいものがある。 6 94

3 石油ストーブの給油は火のついたままする。 6 94

4 石油ストーブは火のついたままでよく動かす。 12 88

5 外出時及び、寝る前に火の元点検をしている。 82 18

6 寝たばこは習慣になっている 4 96

7 消火器は用意してある。 92 8
8 消火器の使い方を十分知っている。 76 24

9
家族で火事のことや火の用心について

　　　　　　　　　　話し合いをする。
70 30

10 防火についての広報紙等が配られた場合必ず見る。 84 16

11 火災予防の日（1日・15日）を知っていますか。 76 24

12 消防の時間（夜9時）を知っていますか。 70 30

13
現在、消防署でやっている無火災運動を

　　　　　　　　　　　　知っていますか。
64 36

二
百
四
十
五
人
。

　
「
煮
物
中
に
来
客
や
電
話
が
あ
っ

た
場
合
火
を
消
し
ま
す
か
」
と
の

質
問
に
は
、
七
十
八
智
が
「
は
い
」

と
意
外
に
低
い
。
ま
た
「
消
火
器

は
用
意
し
て
あ
る
」
に
対
し
て
は

「
は
い
」
が
九
十
二
新
、
　
「
消
火

器
の
使
い
方
を
十
分
知
っ
て
い
る
」

に
対
し
て
、
　
「
は
い
」
が
七
十
六

新
と
設
置
し
て
あ
る
わ
り
に
、
意

外
と
知
ら
な
い
人
が
多
い
。

　
こ
の
ほ
か
「
火
災
予
防
の
日
二

日
・
十
五
日
）
、
消
防
の
時
間
（
夜

九
時
）
」
を
知
っ
て
い
る
人
が
多
い

の
に
対
し
て
、
無
火
災
運
動
は
三

十
六
罫
の
人
が
知
ら
な
い
と
い
う

残
念
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
消
防
署
へ
の
要
望
は
、
防
火
懇

談
会
、
消
火
器
の
取
り
扱
い
講
習

会
の
開
催
な
ど
、
防
火
に
つ
い
て

積
極
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

防日15日

法
人
県
民
税

法
人
事
業
税
の

　
　
　
申
出
・
窓
口
が

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
る

　
県
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
、
法

人
県
民
税
、
法
人
事
業
税
の
事
務

を
、
新
設
の
「
新
潟
県
法
人
自
動

車
県
税
事
務
所
（
〒
九
五
一
　
新

潟
市
一
番
堀
通
町
五
九
二
四
ー
二

八
県
庁
分
館
内
　
台
〇
二
五
二
ー

二
三
－
五
五
一
一
）
で
、
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
申
告
書
、
諸
届

等
の
提
出
お
よ
び
照
会
等
の
窓
口

は
「
財
務
事
務
所
」
か
ら
「
新
設

事
務
所
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
三
月
末
申
告
分
ま
で

は
「
財
務
事
務
所
」
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
証
明
は
、
従
来
ど

お
り
「
財
務
事
務
所
」
で
取
り
扱

い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
県
総
務
部
税

務
課
（
費
〇
二
五
二
－
二
三
－
五

五
二
）
ま
た
は
、
上
越
財
務
事
務

所
（
費
〇
二
五
五
ー
二
五
－
二
二

｝
一
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
、
い
。

響
團

池
　
↓
役
場
担
当
課

鞭
駆
慮
”

カ
　
の
　
↓
個
人
各
自

明
麟
團

　4月から使用済みの乾電池　　　回収箱（メインボックス）

を回収します。　　　　　　　　を、役場、浦田克雪センター

　乾電池には、有害な水銀が　　布川防雪センター、松之山町

含まれています。不用になっ　　農協松里支所の4ヵ所に設置

た乾電池を家庭用回収袋に入　　しますので、部落で設置した

れておき、随時部落内の回収　　回収箱の中が多くなったら、

箱に入れてください。3月中　　このメイン回収箱に入れてく

に家庭用回収袋を配布します。　ださい。
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県の災害救助条例で

58世帯に145万円助成

　
十
二
月
、
一
月
は
大
雪
と
な
り
、

二
月
の
降
雪
が
心
配
さ
れ
て
い
た

が
、
二
月
は
比
較
的
暖
か
い
日
が

続
い
た
た
め
、
、
平
年
な
み
の
積
嘗

と
な
っ
た
。

　
一
月
十
八
日
か
ら
三
月
十
．
五
日

ま
で
県
の
災
害
救
助
条
例
が
適
用

に
な
り
、
五
十
八
世
帯
に
約
百
四

　
　
「
豪
雪
基
金
」
、

十
五
万
円
（
『
世
帯
当
り
平
均
二

万
五
干
円
）
の
除
弔
、
費
の
救
助
。

　
二
月
中
の
降
雪
量
は
昨
年
（
七

七
嘉
．
）
よ
り
半
分
以
下
の
三
二

〇
抽
．
、
積
雪
量
．
は
三
月
一
日
役
場

の
観
測
に
よ
る
と
三
三
五
麹
．
で
昨

年
（
…
五
五
九
抽
．
）
よ
り
二
層
以
上

も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ら

老
人
世
帯
な
ど
に
見
舞
金

　
町
杜
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

冬
観
測
史
上
最
高
の
大
雪
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
老
人
世
帯
な
ど
低

所
得
世
帯
な
ど
を
対
象
に
除
雪
費

を
援
助
し
よ
う
と
豪
雪
対
策
基
金

を
創
設
し
た
．

　
昨
年
の
夏
こ
の
豪
雪
基
金
の
募

金
を
始
め
た
が
、
今
冬
も
ま
た
豪

雪
と
な
り
、
県
災
害
救
助
条
例
が

適
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
条
例

分
適
用
に
な
ら
な
か
っ
た
七
十
歳

以
上
の
老
人
世
帯
、
母
子
世
帯
な

ど
約
七
十
世
帯
に
見
舞
金
を
お
く

降雪量（役場調べ）

一59豪雪

□今 久
、
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る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
基
金
を
積
み
立
て
て
そ
の
利
息

で
豪
雪
の
際
援
助
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
が
（
二
月
末
現
在
約
八

百
五
十
万
円
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
）
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
利

息
が
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
た
め
、

今
回
は
借
入
金
を
も
っ
て
｝
世
帯

五
千
三
百
円
の
見
舞
金
を
お
く
る

こ
と
．
に
な
っ
た
。

　
た
だ
し
高
額
所
得
世
帯
に
は
支

給
さ
れ
な
い
．

雪の記録2月
　　　　役場調べ

　　　（降雪）積雪

　1日　（0）　372cm

　2日　　（18）　373

　3日　（0）　355

　4日　（15）　355

　5日　（0）　343

6白（0）335
　7日　くO）　329

　8日　（0）　320

　9日　（0）　313

10日　（0）301
11日　（26）　319

12日　（13）　325

13日　（0）　313

14日　　（27）　335

15日　（30）　340

16日　（22）　345

17日　　（8）　337

18日　（18）　346

19日　（0）　334

20日　　（0）　320

21日　（1）　313

22日　（39）　343

23日　（36）　357

24日　（5）　349

25日　（15）　355

26日　（31）　365

27日　（13）　356

28日　（3）　345

m

積雪量の変化（役場調尺）

59豪雪

i
今冬の豪雪
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m
5

4
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2

月

（51まつのやま

意
外
に
低
い
防
火
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
頸
消
防
署
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
、
東

頸
消
防
署
で
は
、
昨
年
九
月
十
二

日
行
わ
れ
た
無
火
災
推
進
四
ヵ
月

運
動
に
対
し
て
、
こ
の
ほ
ど
管
内

三
町
二
村
の
一
百
五
十
名
を
対
象

防火アンケート　松之山町の結果

に
防
火
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
．
住
民
の

防
火
意
識
を
調
査
し
た
も
の
で
、

十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
の
幅
広
い

年
代
層
と
な
っ
て
お
り
、
回
答
は

項　　　　　　　　　目 はい いいえ・

1 煮物中に来客や電話があった場合火を消しますか。 78％ 22％

2 ガスコンロの近くに燃えやすいものがある。 6 94

3 石油ストーブの給油は火のついたままする。 6 94

4 石油ストーブは火のついたままでよく動かす。 12 88

5 外出時及び、寝る前に火の元点検をしている。 82 18

6 寝たばこは習慣になっている 4 96

7 消火器は用意してある。 92 8
8 消火器の使い方を十分知っている。 76 24

9
家族で火事のことや火の用心について

　　　　　　　　　　話し合いをする。
70 30

10 防火についての広報紙等が配られた場合必ず見る。 84 16

11 火災予防の日（1日・15日）を知っていますか。 76 24

12 消防の時間（夜9時）を知っていますか。 70 30

13
現在、消防署でやっている無火災運動を

　　　　　　　　　　　　知っていますか。
64 36

二
百
四
十
五
人
。

　
「
煮
物
中
に
来
客
や
電
話
が
あ
っ

た
場
合
火
を
消
し
ま
す
か
」
と
の

質
問
に
は
、
七
十
八
智
が
「
は
い
」

と
意
外
に
低
い
。
ま
た
「
消
火
器

は
用
意
し
て
あ
る
」
に
対
し
て
は

「
は
い
」
が
九
十
二
新
、
　
「
消
火

器
の
使
い
方
を
十
分
知
っ
て
い
る
」

に
対
し
て
、
　
「
は
い
」
が
七
十
六

新
と
設
置
し
て
あ
る
わ
り
に
、
意

外
と
知
ら
な
い
人
が
多
い
。

　
こ
の
ほ
か
「
火
災
予
防
の
日
二

日
・
十
五
日
）
、
消
防
の
時
間
（
夜

九
時
）
」
を
知
っ
て
い
る
人
が
多
い

の
に
対
し
て
、
無
火
災
運
動
は
三

十
六
罫
の
人
が
知
ら
な
い
と
い
う

残
念
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
消
防
署
へ
の
要
望
は
、
防
火
懇

談
会
、
消
火
器
の
取
り
扱
い
講
習

会
の
開
催
な
ど
、
防
火
に
つ
い
て

積
極
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

防日15日

法
人
県
民
税

法
人
事
業
税
の

　
　
　
申
出
・
窓
口
が

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
る

　
県
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
、
法

人
県
民
税
、
法
人
事
業
税
の
事
務

を
、
新
設
の
「
新
潟
県
法
人
自
動

車
県
税
事
務
所
（
〒
九
五
一
　
新

潟
市
一
番
堀
通
町
五
九
二
四
ー
二

八
県
庁
分
館
内
　
台
〇
二
五
二
ー

二
三
－
五
五
一
一
）
で
、
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
申
告
書
、
諸
届

等
の
提
出
お
よ
び
照
会
等
の
窓
口

は
「
財
務
事
務
所
」
か
ら
「
新
設

事
務
所
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
三
月
末
申
告
分
ま
で

は
「
財
務
事
務
所
」
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
証
明
は
、
従
来
ど

お
り
「
財
務
事
務
所
」
で
取
り
扱

い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
県
総
務
部
税

務
課
（
費
〇
二
五
二
－
二
三
－
五

五
二
）
ま
た
は
、
上
越
財
務
事
務

所
（
費
〇
二
五
五
ー
二
五
－
二
二

｝
一
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
、
い
。

響
團

池
　
↓
役
場
担
当
課

鞭
駆
慮
”

カ
　
の
　
↓
個
人
各
自

明
麟
團

　4月から使用済みの乾電池　　　回収箱（メインボックス）

を回収します。　　　　　　　　を、役場、浦田克雪センター

　乾電池には、有害な水銀が　　布川防雪センター、松之山町

含まれています。不用になっ　　農協松里支所の4ヵ所に設置

た乾電池を家庭用回収袋に入　　しますので、部落で設置した

れておき、随時部落内の回収　　回収箱の中が多くなったら、

箱に入れてください。3月中　　このメイン回収箱に入れてく

に家庭用回収袋を配布します。　ださい。
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大
町
小
（
上
越
市
）
校
外
学
習
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
里
小
を
訪
れ
る

　
上
越
市
の
大
町
小
学
校
三
年
生

（
百
九
人
）
が
、
冬
の
山
地
の
暮

ら
し
を
勉
強
し
よ
う
と
二
月
十
三

日
、
十
四
日
の
二
日
間
、
松
之
山

で
「
校
外
学
習
」
を
行
な
っ
た
。

　
社
会
科
の
副
読
本
に
松
之
山
の

冬
の
暮
ら
し
が
出
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
際
に
目
で
見
て
、
肌
で
雪

国
の
暮
ら
し
を
体
験
さ
せ
よ
う
と

町
を
訪
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
温

泉
に
入
り
、
夜
は
旅
館
で
黒
倉
の

小
見
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
で
雪
国
の

生
活
を
勉
強
し
た
。

　
二
日
目
の
十
四
日
に
は
松
里
小

学
校
を
訪
れ
三
年
生
と
交
歓
会
を

行
な
っ
た
。
松
里
の
子
ど
も
達
か

ら
冬
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
り
、
ゲ
ー
ム
、
踊
り
な
ど
し

て
楽
し
ん
だ
．

　
最
後
に
大
町
小
の
児
童
が
、
大

変
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。
今
度

は
松
里
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
上
越

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
と
挨
拶
し
、

手
作
り
の
紙
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
み

ん
な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　豪雪地のくらし
小見美晴さん一家

　　テレビで放映

　
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
小
見
美

晴
さ
ん
（
黒
倉
）
は
松
之
山
へ
稼

い
で
＋
二
年
、
こ
の
間
に
体
験
し

た
雪
国
で
の
生
活
の
手
記
が
、
夫
、

重
義
さ
ん
の
写
真
と
共
に
『
お
母

さ
ん
　
春
は
ま
だ
？
』
と
題
し
て

出
版
さ
れ
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
小
見
さ
ん
一
家
の
日
常
生
活

が
三
月
十
五
日
午
後
十
時
か
ら
十

時
半
ま
で
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
る
予
定
。

　
再
放
送
は
十
六
日
午
前
十
一
時

二
十
分
か
ら
十
一
時
五
十
分
。

手作りのペンダントをプレゼント

帳

圃

楽しかったスキー教室

瓠拝

　ちょっと
こわかったリフト

（7》まつのやま

冬
の
く
ら
し

　
朝
、
晴
れ
た
日
は
と
て
も
気
持

ち
が
い
い
で
す
。
雪
は
太
陽
の
光

で
キ
ラ
キ
ラ
光
り
ま
す
。
す
ぎ
林

松
里
小
学
校

　
　
三
年

　
　
　
　
高
沢
ひ
と
み

は
遠
く
か
ら
見
る
と
タ
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
よ
う
で
き
れ
い
で
す
。

道
を
お
う
だ
ん
し
た
、
う
さ
ぎ
の

足
あ
と
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
雪
が
多
く
ふ
り
つ
づ

く
と
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
や
、
そ

の
雪
を
か
た
ず
け
る
仕
事
が
あ
っ

て
、
毎
日
何
回
か
の
道
ふ
み
が
あ

り
ま
す
。

　
道
ふ
み
と
い
う
の
は
、
か
ん
じ

き
を
足
に
つ
け
て
雪
上
車
の
通
る

広
い
道
ま
で
ふ
ん
で
行
く
事
で
す
。

　
わ
た
し
の
家
は
そ
の
道
ま
で
八

十
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
っ
て
、
そ
こ

ま
で
足
に
カ
を
い
れ
て
ぎ
ち
ぎ
ち

と
、
ふ
み
か
た
め
て
い
き
ま
す
。

た
だ
ふ
み
か
た
め
て
行
く
だ
け
じ

や
な
く
て
、
歩
く
人
が
歩
き
や
す

い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
わ
た
し
も
二
、
三
回
や
っ
た
事

が
あ
り
ま
す
が
、
カ
が
い
る
の
で

足
が
雪
に
う
ま
っ
て
雪
が
長
ぐ
つ

の
中
に
は
い
る
の
で
た
い
へ
ん
で

す
。　

と
く
に
一
人
で
や
る
場
合
た
い

へ
ん
で
す
。
あ
ま
り
雪
が
つ
も
っ

て
い
な
く
て
も
、
は
じ
ま
で
き
ち

ん
と
ふ
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
お
ね
え
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
だ
っ

た
ら
、
お
ね
え
さ
ん
の
後
ろ
に
行

く
の
で
少
し
は
ら
く
で
す
。
で
も

わ
た
し
が
ら
く
で
も
、
お
ね
え
さ

ん
は
大
変
で
す
。

　
そ
れ
に
雪
の
多
い
時
は
、
ひ
ざ

ぐ
ら
い
ま
で
あ
る
の
で
つ
か
れ
ま

す
。
で
も
お
と
う
さ
ん
や
、
お
か

あ
さ
ん
は
が
ん
ば
っ
て
や
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
毎
日
食
べ
る
食
り
ょ
う

は
、
お
母
さ
ん
が
、
か
た
道
三
十

分
も
か
け
て
、
の
う
き
ょ
う
や
湯

本
に
買
い
に
行
き
ま
す
。
帰
り
は

せ
な
か
で
し
ょ
っ
て
き
ま
す
。

松
之
山
へ

予
つ

ノ
イ
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わ
た
し
た
ち
は
社
会
科
の
時
間

に
勉
強
し
た
「
松
之
山
」
へ
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
行
く
前
は
、

今
ど
の
く
ら
い
雪
が
つ
も
っ
て
い

る
の
か
、
高
田
と
く
ら
べ
て
ど
う

か
と
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
松
里
小
学
校

て

上
越
市
立
大
町
小
学
校

　
　
三
年

　
　
　
　
　
関
原
澄
子

に
い
っ
て
、
三
年
生
の
み
な
さ
ん

と
、
な
か
よ
し
に
な
れ
る
と
思
う

と
、
む
ね
が
わ
く
わ
く
し
て
き
ま

し
た
。

　
い
よ
い
よ
そ
の
日
が
来
ま
し
た
。

と
て
も
長
い
時
間
バ
ス
に
乗
っ
た

の
で
、
早
く
着
か
な
い
か
な
と
思

い
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
に
着
い
て
、

す
ぐ
ス
キ
ー
を
し
ま
し
た
。
、
午
後
、

松
里
小
学
校
の
み
な
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
す
べ
り
ま
し
た
。
と
て
も

上
手
な
の
で
か
ん
し
ん
し
ま
し
た
。

何
回
も
リ
フ
ト
に
乗
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
よ
く
行
く
金
谷
山

と
ち
が
っ
て
、
と
て
も
長
い
リ
フ

ト
で
し
た
。
だ
か
ら
、
下
ま
で
す

べ
る
の
に
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
が
終
わ
っ
て
旅
館
へ
行

き
ま
し
た
。
タ
食
を
食
べ
て
か
ら
、

小
見
さ
ん
か
ら
、
松
之
山
の
ス
ラ

イ
ド
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ひ
ざ
ぐ
ら
い
ま
で
う
ま

っ
て
道
ふ
み
を
し
て
い
る
の
や
、

雪
ほ
り
の
よ
う
す
を
見
て
、
と
て

も
た
い
へ
ん
な
ん
だ
な
、
と
思
い

ま
し
た
。
で
も
、
き
れ
い
な
花
や

け
し
き
を
見
た
と
き
、
松
之
山
に

は
、
い
ろ
い
ろ
き
れ
い
な
所
が
あ

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
松
里
小
学
校
へ
行
き

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
大
町
小
学
校
よ

り
、
校
舎
が
き
れ
い
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
人
数
が
少
な
い
の
に
、
ど

う
し
て
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
音
楽
室
で
交
か
ん
会
を
し
ま
し

た
。
は
じ
め
は
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
電

車
」
を
し
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
、

は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ

ん
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
松
里
小
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
松
之
山
じ
ん
く
」
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
、
わ
た

し
た
ち
が
ダ
ン
ス
を
教
え
て
あ
げ

ま
し
た
。
お
わ
り
に
、
わ
た
し
た

ち
が
つ
く
っ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
お

礼
に
あ
げ
ま
し
た
。
と
て
も
よ
ろ

こ
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。
よ

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
松
之
山
へ
行
っ
て
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
学

校
で
習
っ
た
と
き
よ
り
も
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

松
之
山
の
人
た
ち
は
、
雪
ほ
り
や

道
ふ
み
で
た
い
へ
・
ん
で
し
ょ
う
が

雪
に
負
け
な
い
で
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
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まつのやま（6）

大
町
小
（
上
越
市
）
校
外
学
習
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
里
小
を
訪
れ
る

　
上
越
市
の
大
町
小
学
校
三
年
生

（
百
九
人
）
が
、
冬
の
山
地
の
暮

ら
し
を
勉
強
し
よ
う
と
二
月
十
三

日
、
十
四
日
の
二
日
間
、
松
之
山

で
「
校
外
学
習
」
を
行
な
っ
た
。

　
社
会
科
の
副
読
本
に
松
之
山
の

冬
の
暮
ら
し
が
出
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
際
に
目
で
見
て
、
肌
で
雪

国
の
暮
ら
し
を
体
験
さ
せ
よ
う
と

町
を
訪
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
温

泉
に
入
り
、
夜
は
旅
館
で
黒
倉
の

小
見
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
で
雪
国
の

生
活
を
勉
強
し
た
。

　
二
日
目
の
十
四
日
に
は
松
里
小

学
校
を
訪
れ
三
年
生
と
交
歓
会
を

行
な
っ
た
。
松
里
の
子
ど
も
達
か

ら
冬
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
り
、
ゲ
ー
ム
、
踊
り
な
ど
し

て
楽
し
ん
だ
．

　
最
後
に
大
町
小
の
児
童
が
、
大

変
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。
今
度

は
松
里
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
上
越

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
と
挨
拶
し
、

手
作
り
の
紙
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
み

ん
な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　豪雪地のくらし
小見美晴さん一家

　　テレビで放映

　
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
小
見
美

晴
さ
ん
（
黒
倉
）
は
松
之
山
へ
稼

い
で
＋
二
年
、
こ
の
間
に
体
験
し

た
雪
国
で
の
生
活
の
手
記
が
、
夫
、

重
義
さ
ん
の
写
真
と
共
に
『
お
母

さ
ん
　
春
は
ま
だ
？
』
と
題
し
て

出
版
さ
れ
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
小
見
さ
ん
一
家
の
日
常
生
活

が
三
月
十
五
日
午
後
十
時
か
ら
十

時
半
ま
で
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
る
予
定
。

　
再
放
送
は
十
六
日
午
前
十
一
時

二
十
分
か
ら
十
一
時
五
十
分
。

手作りのペンダントをプレゼント

帳

圃

楽しかったスキー教室

瓠拝

　ちょっと
こわかったリフト

（7》まつのやま

冬
の
く
ら
し

　
朝
、
晴
れ
た
日
は
と
て
も
気
持

ち
が
い
い
で
す
。
雪
は
太
陽
の
光

で
キ
ラ
キ
ラ
光
り
ま
す
。
す
ぎ
林

松
里
小
学
校

　
　
三
年

　
　
　
　
高
沢
ひ
と
み

は
遠
く
か
ら
見
る
と
タ
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
よ
う
で
き
れ
い
で
す
。

道
を
お
う
だ
ん
し
た
、
う
さ
ぎ
の

足
あ
と
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
雪
が
多
く
ふ
り
つ
づ

く
と
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
や
、
そ

の
雪
を
か
た
ず
け
る
仕
事
が
あ
っ

て
、
毎
日
何
回
か
の
道
ふ
み
が
あ

り
ま
す
。

　
道
ふ
み
と
い
う
の
は
、
か
ん
じ

き
を
足
に
つ
け
て
雪
上
車
の
通
る

広
い
道
ま
で
ふ
ん
で
行
く
事
で
す
。

　
わ
た
し
の
家
は
そ
の
道
ま
で
八

十
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
っ
て
、
そ
こ

ま
で
足
に
カ
を
い
れ
て
ぎ
ち
ぎ
ち

と
、
ふ
み
か
た
め
て
い
き
ま
す
。

た
だ
ふ
み
か
た
め
て
行
く
だ
け
じ

や
な
く
て
、
歩
く
人
が
歩
き
や
す

い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
わ
た
し
も
二
、
三
回
や
っ
た
事

が
あ
り
ま
す
が
、
カ
が
い
る
の
で

足
が
雪
に
う
ま
っ
て
雪
が
長
ぐ
つ

の
中
に
は
い
る
の
で
た
い
へ
ん
で

す
。　

と
く
に
一
人
で
や
る
場
合
た
い

へ
ん
で
す
。
あ
ま
り
雪
が
つ
も
っ

て
い
な
く
て
も
、
は
じ
ま
で
き
ち

ん
と
ふ
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
お
ね
え
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
だ
っ

た
ら
、
お
ね
え
さ
ん
の
後
ろ
に
行

く
の
で
少
し
は
ら
く
で
す
。
で
も

わ
た
し
が
ら
く
で
も
、
お
ね
え
さ

ん
は
大
変
で
す
。

　
そ
れ
に
雪
の
多
い
時
は
、
ひ
ざ

ぐ
ら
い
ま
で
あ
る
の
で
つ
か
れ
ま

す
。
で
も
お
と
う
さ
ん
や
、
お
か

あ
さ
ん
は
が
ん
ば
っ
て
や
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
毎
日
食
べ
る
食
り
ょ
う

は
、
お
母
さ
ん
が
、
か
た
道
三
十

分
も
か
け
て
、
の
う
き
ょ
う
や
湯

本
に
買
い
に
行
き
ま
す
。
帰
り
は

せ
な
か
で
し
ょ
っ
て
き
ま
す
。

松
之
山
へ

予
つ
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わ
た
し
た
ち
は
社
会
科
の
時
間

に
勉
強
し
た
「
松
之
山
」
へ
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
行
く
前
は
、

今
ど
の
く
ら
い
雪
が
つ
も
っ
て
い

る
の
か
、
高
田
と
く
ら
べ
て
ど
う

か
と
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
松
里
小
学
校

て

上
越
市
立
大
町
小
学
校

　
　
三
年

　
　
　
　
　
関
原
澄
子

に
い
っ
て
、
三
年
生
の
み
な
さ
ん

と
、
な
か
よ
し
に
な
れ
る
と
思
う

と
、
む
ね
が
わ
く
わ
く
し
て
き
ま

し
た
。

　
い
よ
い
よ
そ
の
日
が
来
ま
し
た
。

と
て
も
長
い
時
間
バ
ス
に
乗
っ
た

の
で
、
早
く
着
か
な
い
か
な
と
思

い
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
に
着
い
て
、

す
ぐ
ス
キ
ー
を
し
ま
し
た
。
、
午
後
、

松
里
小
学
校
の
み
な
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
す
べ
り
ま
し
た
。
と
て
も

上
手
な
の
で
か
ん
し
ん
し
ま
し
た
。

何
回
も
リ
フ
ト
に
乗
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
よ
く
行
く
金
谷
山

と
ち
が
っ
て
、
と
て
も
長
い
リ
フ

ト
で
し
た
。
だ
か
ら
、
下
ま
で
す

べ
る
の
に
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
が
終
わ
っ
て
旅
館
へ
行

き
ま
し
た
。
タ
食
を
食
べ
て
か
ら
、

小
見
さ
ん
か
ら
、
松
之
山
の
ス
ラ

イ
ド
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ひ
ざ
ぐ
ら
い
ま
で
う
ま

っ
て
道
ふ
み
を
し
て
い
る
の
や
、

雪
ほ
り
の
よ
う
す
を
見
て
、
と
て

も
た
い
へ
ん
な
ん
だ
な
、
と
思
い

ま
し
た
。
で
も
、
き
れ
い
な
花
や

け
し
き
を
見
た
と
き
、
松
之
山
に

は
、
い
ろ
い
ろ
き
れ
い
な
所
が
あ

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
松
里
小
学
校
へ
行
き

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
大
町
小
学
校
よ

り
、
校
舎
が
き
れ
い
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
人
数
が
少
な
い
の
に
、
ど

う
し
て
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
音
楽
室
で
交
か
ん
会
を
し
ま
し

た
。
は
じ
め
は
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
電

車
」
を
し
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
、

は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ

ん
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
松
里
小
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
松
之
山
じ
ん
く
」
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
、
わ
た

し
た
ち
が
ダ
ン
ス
を
教
え
て
あ
げ

ま
し
た
。
お
わ
り
に
、
わ
た
し
た

ち
が
つ
く
っ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
お

礼
に
あ
げ
ま
し
た
。
と
て
も
よ
ろ

こ
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。
よ

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
松
之
山
へ
行
っ
て
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
学

校
で
習
っ
た
と
き
よ
り
も
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

松
之
山
の
人
た
ち
は
、
雪
ほ
り
や

道
ふ
み
で
た
い
へ
・
ん
で
し
ょ
う
が

雪
に
負
け
な
い
で
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。



1
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ー

まつのやま（8）

脅

坐
恕

あなたは
車の点検整備を

　　　していますか

女
性
ド
ラ
イ
パ
ー
の
皆
さ
ん

　
　
ボ
ン
ネ
ツ
ト
を
開
け
て
く
だ
さ
い

　
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

最
近
車
の
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
た

こ
と
が
一
あ
り
ま
す
か
。

　
あ
る
自
動
車
関
係
の
団
体
で
発

表
し
た
「
オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

の
自
動
車
整
備
に
関
す
る
実
態
調

査
」
に
よ
る
と
、
車
を
買
っ
て
か

ら
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
全
然
開
け
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
女
性
が
二
四
・

七
智
。
男
性
は
四
・
六
智
と
な
っ

て
い
ま
す
。
い
か
に
女
性
が
ボ
ン

ネ
ッ
ト
を
開
け
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

小
さ
な
故
障
で
も

　
ま
た
、
車
に
つ
い
て
い
る
工
具

を
最
近
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
と

い
う
質
問
で
も
、
女
性
の
約
六
〇

暫
の
人
が
全
然
使
っ
た
こ
と
が
な

い
と
答
え
て
お
り
、
あ
ま
り
使
っ

た
こ
と
が
な
い
と
答
え
た
人
を
合

わ
せ
る
と
、
な
ん
と
九
〇
音
近
い

人
が
工
具
に
触
れ
て
い
な
い
の
で

す
。　

こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
女

性
は
点
検
整
備
に
か
な
り
無
関
心

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

大
き
な
事
赦
を
ひ
き
お
こ
す

　
最
近
の
車
は
、
突
然
エ
ン
．
シ
ン

が
動
か
な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な

大
き
な
故
障
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
つ
い
整
備

を
忘
れ
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う

で
す
．

　
し
か
し
、
小
さ
な
故
障
が
人
命

に
か
か
わ
る
事
故
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
が

切
れ
た
車
を
運
転
し
て
い
た
と
し

ま
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
、

し
か
し
、
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
は
つ

か
な
い
の
で
後
続
の
車
に
ぶ
つ
け

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
思
わ
虹
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
て

エ
ン
、
シ
ン
を
見
た
り
、
車
の
周
り

を
点
検
す
る
な
ど
十
分
な
整
備
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　鰹　　　　鱒嘩．

難｝㎜

欝
／幽謎三諭イル
　　　　ラジエーターレ水は十分に

　　　　入っているかレエンシン
　　　　を動かしても本が漏れな
　　　　いかレ

／ファン器当恐雛
　　　　　　　にキスがないか

巫ヨレ融＋分に入・て
いるか》夕一ミナルのゆるみはな
いか

箋
、

－
－
1

！

　
カ
ね
ぼ
に
だ
っ
て
　
か
や

ゆ
　
が
ち
ゃ
ん
と
え
え
る
か

園

魅

難猟幽縫離鰍耀
　車のホンネットを／度も開けたことのない

人に、いきなり整備をしなさいといっても、

それは無理な注文です。むずかしい整備は専

門家にまかせるとして、簡単にできる点検万
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（9）まつのやま

たらどう

　
交
通
事
故
は
、
突
然
の
こ
と
で
、

あ
わ
て
て
し
ま
う
の
も
当
然
で
す
。

が
、
事
故
に
あ
っ
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
、
は
じ
め
が
か
ん
じ
ん
で
す
。

こ
こ
で
し
っ
か
り
し
た
処
置
を
と

っ
て
お
く
こ
と
が
、
あ
と
で
大
き

な
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
す
ぐ
警
察
へ
届
け
出
る

　
い
ヶ
ま
で
も
な
く
、
事
故
当
事

者
は
道
路
交
通
法
に
よ
っ
て
警
察

へ
事
故
の
届
け
出
の
義
務
が
あ
り

ま
す
。
被
害
者
か
ら
も
届
け
出
を

忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
警
察
官
の

立
会
い
で
現
場
の
状
況
が
確
認
さ

れ
、
警
察
の
「
実
況
見
分
調
書
」

と
し
て
記
録
に
残
り
ま
す
。

　
事
故
証
明
書
は
、
人
身
事
故
お

よ
び
物
損
事
故
に
つ
い
て
発
行
さ

れ
ま
す
。
ど
ん
な
事
故
で
も
届
出

だ
け
は
し
て
お
く
ほ
う
が
、
後
日

の
た
め
に
も
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
相
手
を
十
分
に
確
認
す
る

　
車
の
登
録
番
号
は
も
ち
ろ
ん
、

運
転
免
許
証
に
よ
り
加
害
者
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
確
か
め
る
ほ

か
、
勤
め
先
と
雇
主
な
ど
の
住
所
・

氏
名
も
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
．

　
被
害
の
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が
、

で
き
る
な
ら
事
故
の
す
ぐ
あ
と
記

憶
の
薄
れ
ぬ
う
ち
に
、
自
分
で
も

現
場
の
見
取
図
と
か
、
事
故
の
経

過
な
ど
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
．

　
か
な
ら
ず
医
師
の

　
　
　
　
診
断
を
受
け
る

　
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
も
、
あ
と
で
意
外
に
重
傷
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
急
に
重

態
に
な
る
と
い
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
と
く
に
頭
部
や
腹
部
の
打
ぽ

く
は
危
険
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
備
え
必
ず

医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
．

だ
れ
に
請
求
す
る
か

　
　
　
　
　
相
手
を
正
確
に
見
き
わ
め
る

　
賠
償
義
務
者
は
、
加
害
者
は
も

ち
ろ
ん
、
雇
主
、
運
行
供
用
者
、

未
成
年
者
の
親
に
も
あ
り
ま
す
。

雇
主

　
加
害
者
が
業
務
上
第
三
者
に
損

害
を
与
え
た
と
き
、
そ
の
雇
主
は

使
用
者
と
し
て
賠
償
責
任
を
負
わ

さ
れ
ま
す
。

運
行
供
用
者

　
運
行
供
用
者
と
い
う
の
は
、
自

動
車
を
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
っ
て
、

自
動
車
を
運
行
す
る
こ
と
が
自
分

の
利
益
と
な
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
保
有
者
と
は
、
そ
の
車

の
所
有
者
な
ど
正
当
な
使
用
権
を

も
っ
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
運
行
供
用
者
は
、
た
と
え
直
接

に
自
分
が
．
起
こ
し
た
事
故
で
な
く

て
も
賠
償
責
任
を
負
わ
さ
れ
ま
す
。

　
雇
主
は
、
使
用
者
責
任
と
こ
の

運
行
供
用
者
責
任
が
あ
る
の
で
、

業
務
中
の
人
身
事
故
は
、
た
い
て

い
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る

の
で
す
．

　
こ
の
ほ
か
、
車
の
所
有
者
は
も

ち
ろ
ん
、
借
主
も
運
行
供
用
者
で

す
。
ま
た
事
情
に
よ
っ
て
は
車
の

貸
主
、
名
義
貸
人
な
ど
に
も
、
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

故のご相談は
にどうぞ

に応じております

事
軽
で
談

通
気
料
相

交
お
無
ご

午前9時30分～午後4時40分（平日）

土曜日は正午まで（第2土曜日は休みます）

○専門の相談員が親身になつてご相談に応じま

○弁護士相談日：毎週水曜日午後1時～4時

行
供
用
者
責
任
が
お
よ
ぶ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

未
成
年
者
の
親

▼
子
が
親
の
車
を
乗
り
回
し
て
事

故
を
起
こ
し
た
の
な
ら
、
一
般
に

親
は
運
行
供
用
者
と
し
て
、
賠
償

責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う

で
す
．

▼
子
が
自
分
の
車
か
第
三
者
の
車

で
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
、
そ
の

子
が
、
責
任
の
判
断
能
力
の
な
い

未
成
年
者
で
あ
る
場
合
、
親
は
監

督
者
責
任
に
よ
っ
て
賠
償
責
任
を

負
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
加
害
者
が
未
成
年
者
で
、
責
任

の
判
断
能
力
が
あ
る
場
合
に
は
、

通
常
、
親
は
責
任
を
も
た
な
く
て

よ
い
の
で
す
が
、
監
督
義
務
を
十

分
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
点
か

ら
、
親
に
賠
償
を
請
求
で
き
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
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脅

坐
恕

あなたは
車の点検整備を

　　　していますか

女
性
ド
ラ
イ
パ
ー
の
皆
さ
ん

　
　
ボ
ン
ネ
ツ
ト
を
開
け
て
く
だ
さ
い

　
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

最
近
車
の
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
た

こ
と
が
一
あ
り
ま
す
か
。

　
あ
る
自
動
車
関
係
の
団
体
で
発

表
し
た
「
オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

の
自
動
車
整
備
に
関
す
る
実
態
調

査
」
に
よ
る
と
、
車
を
買
っ
て
か

ら
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
全
然
開
け
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
女
性
が
二
四
・

七
智
。
男
性
は
四
・
六
智
と
な
っ

て
い
ま
す
。
い
か
に
女
性
が
ボ
ン

ネ
ッ
ト
を
開
け
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

小
さ
な
故
障
で
も

　
ま
た
、
車
に
つ
い
て
い
る
工
具

を
最
近
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
と

い
う
質
問
で
も
、
女
性
の
約
六
〇

暫
の
人
が
全
然
使
っ
た
こ
と
が
な

い
と
答
え
て
お
り
、
あ
ま
り
使
っ

た
こ
と
が
な
い
と
答
え
た
人
を
合

わ
せ
る
と
、
な
ん
と
九
〇
音
近
い

人
が
工
具
に
触
れ
て
い
な
い
の
で

す
。　

こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
女

性
は
点
検
整
備
に
か
な
り
無
関
心

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

大
き
な
事
赦
を
ひ
き
お
こ
す

　
最
近
の
車
は
、
突
然
エ
ン
．
シ
ン

が
動
か
な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な

大
き
な
故
障
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
つ
い
整
備

を
忘
れ
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う

で
す
．

　
し
か
し
、
小
さ
な
故
障
が
人
命

に
か
か
わ
る
事
故
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
が

切
れ
た
車
を
運
転
し
て
い
た
と
し

ま
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
、

し
か
し
、
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
は
つ

か
な
い
の
で
後
続
の
車
に
ぶ
つ
け

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
思
わ
虹
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
て

エ
ン
、
シ
ン
を
見
た
り
、
車
の
周
り

を
点
検
す
る
な
ど
十
分
な
整
備
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　鰹　　　　鱒嘩．

難｝㎜

欝
／幽謎三諭イル
　　　　ラジエーターレ水は十分に

　　　　入っているかレエンシン
　　　　を動かしても本が漏れな
　　　　いかレ

／ファン器当恐雛
　　　　　　　にキスがないか

巫ヨレ融＋分に入・て
いるか》夕一ミナルのゆるみはな
いか

箋
、

－
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カ
ね
ぼ
に
だ
っ
て
　
か
や

ゆ
　
が
ち
ゃ
ん
と
え
え
る
か

園

魅

難猟幽縫離鰍耀
　車のホンネットを／度も開けたことのない

人に、いきなり整備をしなさいといっても、

それは無理な注文です。むずかしい整備は専

門家にまかせるとして、簡単にできる点検万
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たらどう

　
交
通
事
故
は
、
突
然
の
こ
と
で
、

あ
わ
て
て
し
ま
う
の
も
当
然
で
す
。

が
、
事
故
に
あ
っ
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
、
は
じ
め
が
か
ん
じ
ん
で
す
。

こ
こ
で
し
っ
か
り
し
た
処
置
を
と

っ
て
お
く
こ
と
が
、
あ
と
で
大
き

な
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
す
ぐ
警
察
へ
届
け
出
る

　
い
ヶ
ま
で
も
な
く
、
事
故
当
事

者
は
道
路
交
通
法
に
よ
っ
て
警
察

へ
事
故
の
届
け
出
の
義
務
が
あ
り

ま
す
。
被
害
者
か
ら
も
届
け
出
を

忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
警
察
官
の

立
会
い
で
現
場
の
状
況
が
確
認
さ

れ
、
警
察
の
「
実
況
見
分
調
書
」

と
し
て
記
録
に
残
り
ま
す
。

　
事
故
証
明
書
は
、
人
身
事
故
お

よ
び
物
損
事
故
に
つ
い
て
発
行
さ

れ
ま
す
。
ど
ん
な
事
故
で
も
届
出

だ
け
は
し
て
お
く
ほ
う
が
、
後
日

の
た
め
に
も
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
相
手
を
十
分
に
確
認
す
る

　
車
の
登
録
番
号
は
も
ち
ろ
ん
、

運
転
免
許
証
に
よ
り
加
害
者
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
確
か
め
る
ほ

か
、
勤
め
先
と
雇
主
な
ど
の
住
所
・

氏
名
も
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
．

　
被
害
の
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が
、

で
き
る
な
ら
事
故
の
す
ぐ
あ
と
記

憶
の
薄
れ
ぬ
う
ち
に
、
自
分
で
も

現
場
の
見
取
図
と
か
、
事
故
の
経

過
な
ど
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
．

　
か
な
ら
ず
医
師
の

　
　
　
　
診
断
を
受
け
る

　
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
も
、
あ
と
で
意
外
に
重
傷
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
急
に
重

態
に
な
る
と
い
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
と
く
に
頭
部
や
腹
部
の
打
ぽ

く
は
危
険
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
備
え
必
ず

医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
．

だ
れ
に
請
求
す
る
か

　
　
　
　
　
相
手
を
正
確
に
見
き
わ
め
る

　
賠
償
義
務
者
は
、
加
害
者
は
も

ち
ろ
ん
、
雇
主
、
運
行
供
用
者
、

未
成
年
者
の
親
に
も
あ
り
ま
す
。

雇
主

　
加
害
者
が
業
務
上
第
三
者
に
損

害
を
与
え
た
と
き
、
そ
の
雇
主
は

使
用
者
と
し
て
賠
償
責
任
を
負
わ

さ
れ
ま
す
。

運
行
供
用
者

　
運
行
供
用
者
と
い
う
の
は
、
自

動
車
を
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
っ
て
、

自
動
車
を
運
行
す
る
こ
と
が
自
分

の
利
益
と
な
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
保
有
者
と
は
、
そ
の
車

の
所
有
者
な
ど
正
当
な
使
用
権
を

も
っ
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
運
行
供
用
者
は
、
た
と
え
直
接

に
自
分
が
．
起
こ
し
た
事
故
で
な
く

て
も
賠
償
責
任
を
負
わ
さ
れ
ま
す
。

　
雇
主
は
、
使
用
者
責
任
と
こ
の

運
行
供
用
者
責
任
が
あ
る
の
で
、

業
務
中
の
人
身
事
故
は
、
た
い
て

い
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る

の
で
す
．

　
こ
の
ほ
か
、
車
の
所
有
者
は
も

ち
ろ
ん
、
借
主
も
運
行
供
用
者
で

す
。
ま
た
事
情
に
よ
っ
て
は
車
の

貸
主
、
名
義
貸
人
な
ど
に
も
、
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

故のご相談は
にどうぞ

に応じております

事
軽
で
談

通
気
料
相

交
お
無
ご

午前9時30分～午後4時40分（平日）

土曜日は正午まで（第2土曜日は休みます）

○専門の相談員が親身になつてご相談に応じま

○弁護士相談日：毎週水曜日午後1時～4時

行
供
用
者
責
任
が
お
よ
ぶ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

未
成
年
者
の
親

▼
子
が
親
の
車
を
乗
り
回
し
て
事

故
を
起
こ
し
た
の
な
ら
、
一
般
に

親
は
運
行
供
用
者
と
し
て
、
賠
償

責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う

で
す
．

▼
子
が
自
分
の
車
か
第
三
者
の
車

で
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
、
そ
の

子
が
、
責
任
の
判
断
能
力
の
な
い

未
成
年
者
で
あ
る
場
合
、
親
は
監

督
者
責
任
に
よ
っ
て
賠
償
責
任
を

負
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
加
害
者
が
未
成
年
者
で
、
責
任

の
判
断
能
力
が
あ
る
場
合
に
は
、

通
常
、
親
は
責
任
を
も
た
な
く
て

よ
い
の
で
す
が
、
監
督
義
務
を
十

分
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
点
か

ら
、
親
に
賠
償
を
請
求
で
き
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

　　　新潟市本町通七番町1082

　　　興亜火災新潟支店ビル5階
　　　（新堀通り本町角）新潟調査事務所内

　　　君0252㈲一一851：直通0252（お）r2225

　電話でのご相談もお受します
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松之山スキ・一竸技大会成績

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　　　　アルペン（松之山温泉スキー場）
2月3日　　一．
　　　　ノル・アィック（町民グランド）

▼
幼
年
女
子
A
組

①
涌
井
由
佳
（
津
南
J
S
C
）

②
藤
木
陽
子
（
津
南
J
S
C
）

③
内
山
久
美
子
（
津
南
J
S
C

▼
幼
年
女
子
B
組

①
伏
見
英
子
（
津
南
J
S
C
）

②
佐
藤
麻
紀
（
松
里
小
）

③
小
野
塚
夕
子
（
松
里
小
）

▼
幼
年
男
子
A
組

①
小
野
塚
和
生
（
松
里
小
）

②
村
山
政
仁
（
松
代
小
）

③
福
原
　
伸
（
松
里
小
）

▼
幼
年
男
子
B
組

①
涌
井
　
亨
（
津
南
J
S
C
）

②
島
田
…
学
（
津
南
J
S
C
）

③
韮
沢
都
新
（
小
出
小
）

▼
少
女
組
（
中
学
）

①
津
端
珠
代
（
津
南
中
）

②
山
田
千
鶴
（
津
南
中
）

③
樋
口
真
理
（
松
之
山
中
）

▼
少
年
組
（
中
学
）

①
佐
藤
一
徳
（
松
之
山
中
）

②
久
保
田
正
志
（
松
之
山
中
）

③
石
田
義
浩
（
津
南
中
）

▼
高
校
組

①
小
堺
武
彦
（
松
代
高
）

・
②
柳
　
尚
人
（
松
代
高
）

③
関
谷
康
明
（
松
代
高
）

▼
成
年
－
組

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

1　　1　　1　　　　　1　　1　　1　　　　　1　　1　　1

16　13　11　　　　14　12　12　　　　32　26　23　　　　50　49　49　　　　48　47　47　　　　60　59　56　　　　52　51　51　季少

40　29　66　　　　83　91　52　　　　97　59　98　　　　35　92　80　　　　52　87　60　　　　08　99　38　　　　64　37　20

①
山
本
哲
郎
（
マ
ン
ト
ノ
ー
ク
）
－
・
13・
2
6

②
小
林
和
夫
（
Z
I
P
）

③
荒
井
侯
夫
（
Z
I
P
）

▼
成
年
2
組

①
村
山
好
文
（
埼
玉
）

②
佐
藤
世
志
光
（
Z
I
P
）

③
佐
藤
嘉
一
（
Z
I
P
）

▼
成
年
3
組

①
高
橋
正
治
（
マ
ン
ト
パ
ー
ク
）

②
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）

③
高
橋
英
次
（
松
之
山
温
泉
）

基
需
丁
ム

▼
幼
年
A
組

①
涌
井
勝
広
（
津
南
J
S
C
）

②
小
堺
一
男
（
蒲
生
小
）

③
村
山
政
仁
（
松
代
小
）

▼
幼
年
B
組

①
小
野
塚
正
男
（
松
里
小
）

②
小
野
塚
浩
一
（
松
里
小
）

③
滝
沢
　
望
（
津
南
J
S
C
）

③
高
橋
　
均
（
松
里
小
）

▼
少
女
組

①
津
端
珠
代
（
津
南
中
）

②
山
田
千
鶴
（
津
南
中
）

③
志
賀
千
恵
子
（
松
之
山
中
）

▼
少
年
組

①
大
沢
和
雄
（
津
南
中
）

②
高
橋
　
猛
（
松
之
山
中
）

③
高
橋
雄
一
（
松
之
山
中
）

▼
高
校
組

①
高
橋
　
誠
（
松
之
山
高
）

②
小
堺
武
彦
（
松
代
高
）

1　　1　　1　　　　1　　1

15　15　12　　　18　18

82　55　76　　　　92　50
4945　44
2746　31

1　1　　　1　1　1分
19　18　　　　15　15　14　孝少

68　47　　　9562　24

1　　1　　　　　1　　1　　1　　　　　1　　1　　1

26　26　　　　31　31　28　　　　22　20　17

40　36　　　　94　47　46　　　　59　47　45

③
中
島
　
毅
（
松
之
山
高
）
　
　
1
・
3
3
・
3
3

▼
成
年
－
組

①
山
本
哲
郎
（
マ
ン
ト
パ
ー
ク
V
l
a
・
6
6

②
荒
井
俊
夫
（
Z
I
P
）
　
　
－
・
4
1
・
9
5

③
小
林
和
夫
（
Z
I
P
）
　
　
－
・
4
3
・
3
2

▼
成
年
2
組

①
鈴
木
孝
雄
（
M
S
I
）
　
　
1
・
3
5
・
64

②
志
賀
悦
雄
（
埼
玉
）
　
　
　
1
・
35・

8
3

③
佐
藤
嘉
一
（
Z
I
P
）
　
　
1
・
3
7
・
6
1

▼
成
年
3
組

①
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）
　
1
・
n
・
7
2

②
高
橋
滝
太
郎
（
松
里
）
　
　
1
・
2
0
・
3
6

③
高
沢
　
勝
（
松
之
山
温
泉
）
　
1
・
24

・
1
6

クロ

ス
ガント

リ
［

▼
幼
年
女
子
A
組

①
鈴
木
真
弓
（
豊
原
小
）

②
森
田
陽
子
（
豊
原
小
）

③
柳
　
明
美
（
松
代
小
）

▼
幼
年
女
子
B
組

①
宮
沢
千
香
子
（
松
代
小
）

②
柳
　
妙
子
（
松
代
小
）

③
佐
藤
　
恵
（
松
里
小
）

▼
幼
年
男
子
A
組
、

①
斉
藤
真
也
（
松
代
小
）

②
佐
藤
正
秀
（
奴
奈
川
小
）

③
牧
田
幸
樹
（
奴
奈
川
小
）

▼
幼
年
男
子
B
組

①
吉
野
満
彦
（
安
塚
小
）

②
小
菅
浩
一
（
安
塚
小
）

③
秋
山
　
淳
（
安
塚
小
）

▼
少
女
組

151514　141413　131313　131211分
35　33　42　　　　42　24　53　　　　57　41　33　　　　03　41　56

簡
易
保
険

　
　
　
　
公
共
施
設
整
備
に
役
立
つ

　
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金

の
力
を
借
り
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ

な
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
五
十
九
年
度
の
各
事
業
別
借
入

額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
建
設
事

　
業
一
億
三
千
万
円

▽
巳
之
下
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
七
百
万
円

▽
藤
原
松
之
山
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
万
円

▽
上
蝦
池
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
建

　
設
事
業
　
　
　
八
百
二
十
万
円

▽
基
幹
作
業
道
亀
石
線
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
百
万
円

▽
林
構
集
会
施
設
（
天
水
越
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
万
円

▽
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
百
山
ハ
＋
万
円

▽
鏡
ケ
池
線
新
設
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
四
百
七
＋
万
円

　
以
上
八
つ
の
事
業
の
合
計
借
入

金
額
は
、
一
億
六
千
七
百
五
十
万

円
に
の
ぽ
り
、
同
年
度
起
債
総
額

の
四
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共
同

財
産
で
あ
る
積
立
金
は
、
地
方
自

治
体
に
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

「
県
庁
舎
記
録
写
真
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
約
申
込
受
付
中

　
新
県
庁
舎
の
竣
工
に
伴
い
、
現

県
庁
舎
が
解
体
さ
れ
る
た
め
、
県

で
は
記
録
写
真
集
を
発
行
し
ま
す
。

　
三
月
二
十
日
ま
で
に
市
役
所
は

広
報
担
当
課
、
町
村
役
場
は
総
務

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
部
数
に
よ
る
限
定
版

で
す
。
七
月
上
旬
に
現
品
配
布
予

｛
疋
で
す
．

▽
体
裁

　
A
4
版
・
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
付
、

　
布
ク
ロ
ス
張
り
・
題
字
金
箔
押

　
し
・
本
文
六
十
四
。
ぺ
ー
、
シ
・
写

　
真
約
百
四
十
点
。

▽
価
格

　
一
部
一
、
七
〇
〇
円
（
送
料
別
）

▽
編
集
・
制
作

　
新
潟
県
広
報
協
議
会

▽
匿
皿
修

新
潟
県

▽
発
行
所

　
㈱
新
潟
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
寄
居
町
六

　
九
七
（
マ
ン
シ
ョ
ン
北
陸
）

　
盤
〇
二
五
二
⊥
一
八
－
四
六
八
八

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
広
報
協
議
会

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通

　
一
番
町
六
〇
二
　
新
潟
県
県
民

　
広
報
課
内
君
二
三
ー
五
五
一
一

ぎゆ瀞か瘡

宗r丑〉才寸’

奪

磐
癖

ヒ
○
　
　
・

騨
・
、

の
糎
、
／

忌
、
認
、
蹴

簿
　
　
　
　
郵

ゆ　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
“
　
－

　
　
　
　
　
　
　
軸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

の鰯r
一一－雄、諭蟹

σ斌甑、

＿鴬葱』
レ／’　隔（＼

①
日
下
部
さ
や
か
（
安
塚
中
）

②
小
菅
江
見
（
安
塚
中
）

③
南
雲
由
紀
（
浦
田
中
）

▼
少
年
組

①
牧
田
義
明
（
松
代
中
）

②
吉
野
隆
一
（
安
塚
中
）

③
小
林
要
太
（
松
之
山
中
）

▼
高
校
・
成
年
組

①
馬
場
禎
光
（
松
代
ス
キ
ー
）

②
相
沢
幸
一
（
松
之
山
高
）

③
佐
藤
正
利
（
松
之
山
高
）

29　28　27　　　　25　25　25　　　　18　14　14

58　33　03　　　　52　28　26　　　　05　39　38

鯉照鯉膣難膿蟹聡鑓揚缶霧岱校缶睾女缶驚岱年祭県尖年累朱緊年
町之キ・中＿組中AA組A＿＿男A＿＿女役山1成一松　B一一　一板牧子一松板子畳寝諄年楚孟　寝毒総　叢欝琶組毒爵爵組
松＿会　山町　之町町　町）　　町））
蜷巴）壁））））
616058　4545　565452　484847　262624分
59　39　57　　　　30　26　　　　10　13　38　　　　40　03　55　　　49　18　49

入札結果

　2月

騰》
．
、
／

▽
建
第
四
十
五
号
　
道
路
災
害

　
崩
田
・
月
池
線
（
豊
田
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
六
二
〇
万
円

▽
建
第
四
十
六
号
　
道
路
災
害

　
崩
田
・
田
麦
立
線
（
豊
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
五
〇
〇
万
円

▽
産
第
二
十
八
号
　
水
梨
地
区
田

　
復
旧
工
事
　
（
○
・
＝
一
六
レ
）

高
橋
組
　
　
　
　
四
〇
万
円

▽
産
第
三
十
号
　
藤
倉
地
区
田
復

　
旧
工
事
（
一
・
三
九
暫
砂
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
三
一
〇
万
円

▽
産
第
三
十
一
号
　
黒
倉
地
区
道

　
路
復
旧
工
事
（
四
六
灯
）

高
橋
組

▽
産
第
三
十
二
号

路
復
旧
工
事
（
｝

高
橋
組

▽
産
第
三
十
三
号

　
水
路
復
旧
工
事
（
九
耕
）

大
海
組

▽
産
第
三
十
四
号

　
路
復
旧
工
事
（
九
肩
〉

　
大
海
組

五
八
O
万
円

里
…
倉
地
区
道

一
冒
）

二
五
〇
万
円

天
水
地
区

　
九
五
万
円

中
尾
地
区
水

　
五
〇
万
円
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松之山スキ・一竸技大会成績

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　　　　アルペン（松之山温泉スキー場）
2月3日　　一．
　　　　ノル・アィック（町民グランド）

▼
幼
年
女
子
A
組

①
涌
井
由
佳
（
津
南
J
S
C
）

②
藤
木
陽
子
（
津
南
J
S
C
）

③
内
山
久
美
子
（
津
南
J
S
C

▼
幼
年
女
子
B
組

①
伏
見
英
子
（
津
南
J
S
C
）

②
佐
藤
麻
紀
（
松
里
小
）

③
小
野
塚
夕
子
（
松
里
小
）

▼
幼
年
男
子
A
組

①
小
野
塚
和
生
（
松
里
小
）

②
村
山
政
仁
（
松
代
小
）

③
福
原
　
伸
（
松
里
小
）

▼
幼
年
男
子
B
組

①
涌
井
　
亨
（
津
南
J
S
C
）

②
島
田
…
学
（
津
南
J
S
C
）

③
韮
沢
都
新
（
小
出
小
）

▼
少
女
組
（
中
学
）

①
津
端
珠
代
（
津
南
中
）

②
山
田
千
鶴
（
津
南
中
）

③
樋
口
真
理
（
松
之
山
中
）

▼
少
年
組
（
中
学
）

①
佐
藤
一
徳
（
松
之
山
中
）

②
久
保
田
正
志
（
松
之
山
中
）

③
石
田
義
浩
（
津
南
中
）

▼
高
校
組

①
小
堺
武
彦
（
松
代
高
）

・
②
柳
　
尚
人
（
松
代
高
）

③
関
谷
康
明
（
松
代
高
）

▼
成
年
－
組

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

1　　1　　1　　　　　1　　1　　1　　　　　1　　1　　1

16　13　11　　　　14　12　12　　　　32　26　23　　　　50　49　49　　　　48　47　47　　　　60　59　56　　　　52　51　51　季少

40　29　66　　　　83　91　52　　　　97　59　98　　　　35　92　80　　　　52　87　60　　　　08　99　38　　　　64　37　20

①
山
本
哲
郎
（
マ
ン
ト
ノ
ー
ク
）
－
・
13・
2
6

②
小
林
和
夫
（
Z
I
P
）

③
荒
井
侯
夫
（
Z
I
P
）

▼
成
年
2
組

①
村
山
好
文
（
埼
玉
）

②
佐
藤
世
志
光
（
Z
I
P
）

③
佐
藤
嘉
一
（
Z
I
P
）

▼
成
年
3
組

①
高
橋
正
治
（
マ
ン
ト
パ
ー
ク
）

②
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）

③
高
橋
英
次
（
松
之
山
温
泉
）

基
需
丁
ム

▼
幼
年
A
組

①
涌
井
勝
広
（
津
南
J
S
C
）

②
小
堺
一
男
（
蒲
生
小
）

③
村
山
政
仁
（
松
代
小
）

▼
幼
年
B
組

①
小
野
塚
正
男
（
松
里
小
）

②
小
野
塚
浩
一
（
松
里
小
）

③
滝
沢
　
望
（
津
南
J
S
C
）

③
高
橋
　
均
（
松
里
小
）

▼
少
女
組

①
津
端
珠
代
（
津
南
中
）

②
山
田
千
鶴
（
津
南
中
）

③
志
賀
千
恵
子
（
松
之
山
中
）

▼
少
年
組

①
大
沢
和
雄
（
津
南
中
）

②
高
橋
　
猛
（
松
之
山
中
）

③
高
橋
雄
一
（
松
之
山
中
）

▼
高
校
組

①
高
橋
　
誠
（
松
之
山
高
）

②
小
堺
武
彦
（
松
代
高
）

1　　1　　1　　　　1　　1

15　15　12　　　18　18

82　55　76　　　　92　50
4945　44
2746　31

1　1　　　1　1　1分
19　18　　　　15　15　14　孝少

68　47　　　9562　24

1　　1　　　　　1　　1　　1　　　　　1　　1　　1

26　26　　　　31　31　28　　　　22　20　17

40　36　　　　94　47　46　　　　59　47　45

③
中
島
　
毅
（
松
之
山
高
）
　
　
1
・
3
3
・
3
3

▼
成
年
－
組

①
山
本
哲
郎
（
マ
ン
ト
パ
ー
ク
V
l
a
・
6
6

②
荒
井
俊
夫
（
Z
I
P
）
　
　
－
・
4
1
・
9
5

③
小
林
和
夫
（
Z
I
P
）
　
　
－
・
4
3
・
3
2

▼
成
年
2
組

①
鈴
木
孝
雄
（
M
S
I
）
　
　
1
・
3
5
・
64

②
志
賀
悦
雄
（
埼
玉
）
　
　
　
1
・
35・

8
3

③
佐
藤
嘉
一
（
Z
I
P
）
　
　
1
・
3
7
・
6
1

▼
成
年
3
組

①
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）
　
1
・
n
・
7
2

②
高
橋
滝
太
郎
（
松
里
）
　
　
1
・
2
0
・
3
6

③
高
沢
　
勝
（
松
之
山
温
泉
）
　
1
・
24

・
1
6

クロ

ス
ガント

リ
［

▼
幼
年
女
子
A
組

①
鈴
木
真
弓
（
豊
原
小
）

②
森
田
陽
子
（
豊
原
小
）

③
柳
　
明
美
（
松
代
小
）

▼
幼
年
女
子
B
組

①
宮
沢
千
香
子
（
松
代
小
）

②
柳
　
妙
子
（
松
代
小
）

③
佐
藤
　
恵
（
松
里
小
）

▼
幼
年
男
子
A
組
、

①
斉
藤
真
也
（
松
代
小
）

②
佐
藤
正
秀
（
奴
奈
川
小
）

③
牧
田
幸
樹
（
奴
奈
川
小
）

▼
幼
年
男
子
B
組

①
吉
野
満
彦
（
安
塚
小
）

②
小
菅
浩
一
（
安
塚
小
）

③
秋
山
　
淳
（
安
塚
小
）

▼
少
女
組

151514　141413　131313　131211分
35　33　42　　　　42　24　53　　　　57　41　33　　　　03　41　56

簡
易
保
険

　
　
　
　
公
共
施
設
整
備
に
役
立
つ

　
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金

の
力
を
借
り
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ

な
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
五
十
九
年
度
の
各
事
業
別
借
入

額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
建
設
事

　
業
一
億
三
千
万
円

▽
巳
之
下
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
七
百
万
円

▽
藤
原
松
之
山
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
万
円

▽
上
蝦
池
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
建

　
設
事
業
　
　
　
八
百
二
十
万
円

▽
基
幹
作
業
道
亀
石
線
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
百
万
円

▽
林
構
集
会
施
設
（
天
水
越
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
万
円

▽
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
百
山
ハ
＋
万
円

▽
鏡
ケ
池
線
新
設
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
四
百
七
＋
万
円

　
以
上
八
つ
の
事
業
の
合
計
借
入

金
額
は
、
一
億
六
千
七
百
五
十
万

円
に
の
ぽ
り
、
同
年
度
起
債
総
額

の
四
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共
同

財
産
で
あ
る
積
立
金
は
、
地
方
自

治
体
に
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

「
県
庁
舎
記
録
写
真
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
約
申
込
受
付
中

　
新
県
庁
舎
の
竣
工
に
伴
い
、
現

県
庁
舎
が
解
体
さ
れ
る
た
め
、
県

で
は
記
録
写
真
集
を
発
行
し
ま
す
。

　
三
月
二
十
日
ま
で
に
市
役
所
は

広
報
担
当
課
、
町
村
役
場
は
総
務

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
部
数
に
よ
る
限
定
版

で
す
。
七
月
上
旬
に
現
品
配
布
予

｛
疋
で
す
．

▽
体
裁

　
A
4
版
・
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
付
、

　
布
ク
ロ
ス
張
り
・
題
字
金
箔
押

　
し
・
本
文
六
十
四
。
ぺ
ー
、
シ
・
写

　
真
約
百
四
十
点
。

▽
価
格

　
一
部
一
、
七
〇
〇
円
（
送
料
別
）

▽
編
集
・
制
作

　
新
潟
県
広
報
協
議
会

▽
匿
皿
修

新
潟
県

▽
発
行
所

　
㈱
新
潟
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
寄
居
町
六

　
九
七
（
マ
ン
シ
ョ
ン
北
陸
）

　
盤
〇
二
五
二
⊥
一
八
－
四
六
八
八

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
広
報
協
議
会

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通

　
一
番
町
六
〇
二
　
新
潟
県
県
民

　
広
報
課
内
君
二
三
ー
五
五
一
一

ぎゆ瀞か瘡

宗r丑〉才寸’

奪

磐
癖

ヒ
○
　
　
・

騨
・
、

の
糎
、
／

忌
、
認
、
蹴

簿
　
　
　
　
郵

ゆ　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
“
　
－

　
　
　
　
　
　
　
軸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

の鰯r
一一－雄、諭蟹

σ斌甑、

＿鴬葱』
レ／’　隔（＼

①
日
下
部
さ
や
か
（
安
塚
中
）

②
小
菅
江
見
（
安
塚
中
）

③
南
雲
由
紀
（
浦
田
中
）

▼
少
年
組

①
牧
田
義
明
（
松
代
中
）

②
吉
野
隆
一
（
安
塚
中
）

③
小
林
要
太
（
松
之
山
中
）

▼
高
校
・
成
年
組

①
馬
場
禎
光
（
松
代
ス
キ
ー
）

②
相
沢
幸
一
（
松
之
山
高
）

③
佐
藤
正
利
（
松
之
山
高
）

29　28　27　　　　25　25　25　　　　18　14　14

58　33　03　　　　52　28　26　　　　05　39　38

鯉照鯉膣難膿蟹聡鑓揚缶霧岱校缶睾女缶驚岱年祭県尖年累朱緊年
町之キ・中＿組中AA組A＿＿男A＿＿女役山1成一松　B一一　一板牧子一松板子畳寝諄年楚孟　寝毒総　叢欝琶組毒爵爵組
松＿会　山町　之町町　町）　　町））
蜷巴）壁））））
616058　4545　565452　484847　262624分
59　39　57　　　　30　26　　　　10　13　38　　　　40　03　55　　　49　18　49

入札結果

　2月

騰》
．
、
／

▽
建
第
四
十
五
号
　
道
路
災
害

　
崩
田
・
月
池
線
（
豊
田
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
六
二
〇
万
円

▽
建
第
四
十
六
号
　
道
路
災
害

　
崩
田
・
田
麦
立
線
（
豊
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
五
〇
〇
万
円

▽
産
第
二
十
八
号
　
水
梨
地
区
田

　
復
旧
工
事
　
（
○
・
＝
一
六
レ
）

高
橋
組
　
　
　
　
四
〇
万
円

▽
産
第
三
十
号
　
藤
倉
地
区
田
復

　
旧
工
事
（
一
・
三
九
暫
砂
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
三
一
〇
万
円

▽
産
第
三
十
一
号
　
黒
倉
地
区
道

　
路
復
旧
工
事
（
四
六
灯
）

高
橋
組

▽
産
第
三
十
二
号

路
復
旧
工
事
（
｝

高
橋
組

▽
産
第
三
十
三
号

　
水
路
復
旧
工
事
（
九
耕
）

大
海
組

▽
産
第
三
十
四
号

　
路
復
旧
工
事
（
九
肩
〉

　
大
海
組

五
八
O
万
円

里
…
倉
地
区
道

一
冒
）

二
五
〇
万
円

天
水
地
区

　
九
五
万
円

中
尾
地
区
水

　
五
〇
万
円



ー
ト
の
ー

まつのやま（12）

幅温やけど　・

身近な暖房響葛

　
低
温
や
け
ど
と
い
う
こ
と
ば
を

耳
に
し
た
こ
と
が
お
あ
り
で
し
よ

う
か
。
た
と
え
ば
ゆ
た
ん
ぽ
に
足

が
ふ
れ
て
や
け
ど
を
し
た
、
な
ど

が
そ
の
例
で
す
．

　
ゆ
た
ん
ぽ
は
、
ご
く
日
常
的
に

使
わ
れ
て
い
る
採
暖
具
で
す
が
、

使
い
方
次
第
で
は
思
わ
ぬ
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
．

　
低
温
や
け
ど
は
、
体
温
よ
り
高

い
四
十
四
度
で
も
同
じ
個
所
に
長

時
間
ふ
れ
て
い
る
と
起
こ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
普
通
の
や
け
ど
は
瞬

間
的
で
す
が
、
低
温
や
け
ど
で
は

接
触
し
て
い
る
時
間
が
必
要
で
、

9コ足配線はコードやテーブルタッブに無理

な電気が流れ、事故のもとになります。コンセ

ントをふやして電気を安全に使いましょう。

　　　　　　　　　　財東北電気保安協会

●　●　　　　●　　　●
●
●
o

■
●
●
　
o

■

曳

・：、∵．Dj・よ・

　　o
● o ●

～ヤ

胴

o

一
5

、
＝
一

「ゆたんぼ」は包んで離して使いましよう

へ．
δ
σ

接
し
て
い
る
部
分
の
熱
が
そ
の
個

所
に
蓄
積
さ
れ
て
皮
膚
を
破
壊
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

　
ま
た
、
低
温
や
け
ど
で
は
皮
膚

の
深
部
の
組
織
ま
で
破
壊
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
症
状
は
重
く
、

治
療
も
長
び
き
ま
す
。

　
低
温
や
け
ど
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や

お
年
寄
り
な
ど
皮
膚
感
覚
の
弱
い

人
、
身
体
障
害
で
体
を
自
分
で
自

由
に
動
か
せ
な
い
人
。
こ
う
し
た

人
々
に
は
周
囲
で
気
を
つ
け
て
あ

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
酔

っ
て
い
た
り
、
極
度
の
疲
労
な
ど

で
前
後
不
覚
に
眠
っ
て
し
ま
い
そ

う
な
と
き
も
要
注
意
で
す
。

　
　
　
　
　
　
1

く
ら
一
一

　
　
　
　
　
　
し
．
．

黛
の

タコ足配線はキケンです

o

旦

“
ll

もδ《
o
．

L（。斌

圓
∪

ノ

～
／

　
低
温
や
け
ど
を
し
そ
う
な
器
具

は
ご
く
身
近
に
あ
る
品
に
、
た
と

え
ば
電
気
ア
ン
カ
・
カ
イ
ロ
・
電

気
座
ぶ
と
ん
・
電
気
暖
房
便
座
・

電
気
敷
毛
布
や
電
気
力
1
ペ
ッ
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
電
気
敷
毛
布

は
就
寝
時
に
ス
イ
ッ
チ
を
「
適
」

以
下
に
す
る
か
「
切
」
に
す
る
と

安
心
で
す
．

　
と
り
わ
け
被
害
の
多
い
、
ゆ
た

ん
ぽ
で
の
低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
に

は
、
布
で
ゆ
た
ん
ぽ
を
し
っ
か
り

と
包
み
、
し
か
も
足
に
直
接
ふ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
ふ
と
ん
を
暖
め
て
寝
つ
き
や
す

く
す
る
た
め
に
使
う
な
ら
、
お
子

さ
ん
な
ど
が
寝
入
っ
た
ら
取
り
だ

し
て
し
ま
う
の
も
、
や
け
ど
を
防

ぐ
ち
え
で
す
．

　
低
温
や
け
ど
は
直
り
に
く
い
や

け
ど
で
す
。
事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
正
し
く
使
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
製
品
安
全
協
会
）

こ
よ
み

■
2
月
の
で
き
こ
と

1
日
　
議
会
総
民
委
員
会
（
2
日
ま
で
）

3
日
　
松
之
山
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会
議

7
日

181513　9
日　日　日　日

20
日

262524
日　日　日

27
日

県
災
害
救
助
条
例
再
適
用

（
十
五
日
ま
で
延
長
）

母
子
福
祉
会

総
合
計
画
審
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
会
報
編
集
会

納
税
相
談
（
2
2
日
ま
で
）

ス
キ
ー
場
運
営
委
員
会

町
老
連
会

選
挙
管
理
委
員
会

東
嵐
て
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会
議

水
田
利
用
、
再
編
対
策
協
議
会

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行

委
員
会

森
林
組
合
総
会

民
生
委
員
会

松
高
卒
業
式

．
3
月
の
予
定

－
日
　
農
業
委
員
会

　
　
社
会
福
祉
協
議
会

6
日
　
乾
田
化
試
験
報
告
会

8
日
　
議
会
定
例
会

珀
日
　
農
業
労
働
賃
金
協
定
会

24

日
　
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

駿

』
、
ぎ


